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1
は
じ
め
に

　

酪
農
・
肉
用
牛
の
経
営
改
善

を
図
る
た
め
に
は
、
経
営
コ
ス

ト
の
3
～
5
割
程
度
を
占
め
る

飼
料
費
の
低
減
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
飼
肥
料
の
海
外
依

存
か
ら
脱
却
し
、
国
産
飼
料
の

安
定
的
な
生
産
・
供
給
体
制
を

確
立
す
る
に
は
、
耕
種
農
家
が

生
産
し
た
国
産
飼
料
を
畜
産
農

家
が
利
用
し
、
家
畜
排
せ
つ
物

に
由
来
す
る
堆
肥
を
農
地
に
還

元
す
る「
耕
畜
連
携
」の
取
組
み

を
地
域
で
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
酒

田
市
八
幡
地
域
で
は
、
飼
料
生

産
受
託
組
織「
１※

コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
」が
農
地
の
維
持
や
農
業

従
事
者
の
確
保
な
ど
、
地
域
の

課
題
を
解
決
し
な
が
ら
２※
稲
Ｗ

Ｃ
Ｓ
や
３※
籾
米
サ
イ
レ
ー
ジ
の

安
定
的
な
飼
料
の
生
産
と
品
質

の
向
上
、
ま
た
、
新
た
な
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
の
立
上
げ
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
協
同

組
織
の
設
立

　

酒
田
市
八
幡
地
域
で
は
、
北

海
道
か
ら
参
入
し
た
国
内
大
手

の
酪
農
グ
ル
ー
プ
が
、
酒
田
市

の
旧
鳥
海
高
原
牧
場
の
事
業
を

継
承
し
、
大
規
模
な
酪
農
・
肉

用
牛
農
場
を
運
営
す
る
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
を
推
進
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
た
鳥
海
八
幡
畜
産
振
興
ク
ラ

ス
タ
ー
協
議
会
で
は
、
地
域
の

耕
種
農
家
と
の
耕
畜
連
携
を
進

め
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
や
籾
米
サ
イ
レ

ー
ジ
の
生
産
、
そ
し
て
堆
肥
の

農
地
還
元
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
、
酪
農
農
場
の
本
格

稼
働
に
向
け
て
、
協
議
会
で
飼

料
生
産
部
門
の
中
心
的
な
役
割

担
っ
て
い
た
集
落
営
農
法
人
が
、

近
隣
の
耕
種
法
人
に
声
掛
け
を

行
い
、
令
和
３
年
か
ら
新
た
に

広
野
地
区
と
中
平
田
地
区
の
２

組
織
で
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
業
務

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

品
質
の
均
一
化
や
安
定
的
な
飼

料
の
供
給
を
目
的
に
、
令
和
５

年
２
月
に
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の

耕
種
法
人
と
飼
料
の
供
給
を
受

け
る
酪
農
法
人
を
構
成
員
と
し

た
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
協
同
組

織
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真

１
）

　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
協
同
組

織
で
は
、
酒
田
北
部
地
区（
八

幡
地
区
）、
酒
田
中
部
地
区（
中

平
田
地
区
）、
酒
田
南
部
地
区

（
広
野
地
区
）の
３
つ
の
生
産
班

が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所

有
す
る
収
穫
機
械
や
設
備
を
シ

ェ
ア
す
る
こ
と
で
、
初
期
費
用

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
地
区
の
耕
種
法

人
な
ど
で
は
、
水
田
の
維
持
や

農
地
の
集
積
を
目
的
に
飼
料
の

作
付
面
積
が
拡
大
さ
れ
、
新
規

雇
用
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。（
表
１
）

3
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
品
質
向
上

と
安
定
生
産
に
向
け
て

　

各
地
区
で
生
産
す
る
稲
Ｗ
Ｃ

Ｓ
を
均
一
な
品
質
で
供
給
す
る

た
め
、
協
同
組
織
に
お
い
て
生

産
に
関
す
る
要
領
や
規
程
を
定

め
、
組
織
的
な
生
産
管
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
搾
乳

牛
の
給
与
を
前
提
と
し
た
稲
Ｗ

Ｃ
Ｓ
で
は
、
従
来
品
種
の
収
穫

適
期
幅
が
出
穂
後
25
日
か
ら
40

日
の
15
日
間
と
、
非
常
に
短
い

期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
移
植
、
直
播
の
播
種
様

式
や
栽
培
品
種
な
ど
を
基
に
生

産
管
理
計
画
を
立
て
、
役
員
会

で
収
穫
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
８
月
中

旬
頃
に
圃
場
審
査
を
実
施
し
、

生
育
状
況
や
病
害
虫
の
発
生
被

害
の
有
無
、
雑
草
の
繁
茂
量
な

ど
を
確
認
し
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
製
品

の
品
質
ラ
ン
ク
を
決
定
し
て
い

ま
す
。
製
品
に
品
質
ラ
ン
ク
を

記
載
す
る
こ
と
で
、
利
用
す
る

農
場
で
は
区
分
し
て
管
理
を
行

い
、
栄
養
価
の
高
い
飼
料
を
必

要
と
す
る
搾
乳
牛
へ
の
誤
給
餌

を
防
止
し
、
そ
の
他
育
成
牛
へ

の
給
与
と
使
い
分
け
、
無
駄
な

く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4「
山
形
飼
糯
１
３
８
号
」

の
普
及
に
つ
い
て

　

搾
乳
牛
向
け
従
来
品
種
の
稲

Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
、
収
穫
適
期
幅
が
15

日
間
し
か
な
い
こ
と
は
、
前
述

し
ま
し
た
が
、
籾
の
少
な
い
茎

葉
型
品
種
で
は
、
出
穂
後
40
日

か
ら
70
日
ま
で
の
30
日
間
が
収

穫
適
期
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

籾
が
少
な
い
こ
と
に
よ
り
、
光

合
成
さ
れ
た
糖
の
籾
へ
の
転
流

が
抑
制
さ
れ
、
茎
葉
部
に
糖
や

デ
ン
プ
ン
を
蓄
積
す
る
状
態
が

長
く
続
く
た
め
で
す
。
県
が
開

発
し
た
茎
葉
型
品
種「
山
形
飼

糯
１
３
８
号
」は
、
こ
の
よ
う

な
特
徴
に
山
形
県
で
の
栽
培
し

易
さ
を
兼
ね
備
え
、
令
和
４
年

に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
紹
介
し
て
い
る
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
で
は
、
デ
ビ
ュ
ー
前
の
令

和
３
年
か
ら
実
証
圃
の
栽
培
に

協
力
し
て
お
り
、
庄
内
地
域
で

は
種
子
の
生
産
か
ら
利
用
ま
で

の
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
、
県
内

全
域
で
の
普
及
を
リ
ー
ド
し
て

き
ま
し
た
。
実
証
圃
の
成
績
で

は
、
湛
水
直
播
で
も
倒
伏
の
心

配
は
な
く
、
い
も
ち
病
の
発
生

も
見
ら
れ
ず
高
収
量
の
成
績
が

得
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
で
種
子
供
給
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
、
国
育
成
品
種
よ
り

写真１.コントラクターと大規模酪農法人の耕畜連携協定式　　　　
　　　 （酪農法人グループ本社　北海道帯広市にて）

表１. 協同組織のコントラクター取組状況

表２. 酒田飽海の飼料稲品種「山形飼糯138号」の作付状況

写真２. 酒田市漆曽根　乾田直播圃場での
　　　 生育状況（令和4年9月）

図１. 稲 WCS 全刈収量の品種比較（R4年 酒田飽海）

種
子
価
格
を
安
く
で
き
る
こ
と

か
ら
、
乾
田
直
播
で
の
栽
培
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
直
播
に
も
適
応
し
、
作
り

易
く
、
更
に
収
量
の
増
加
が
期

待
で
き
る
品
種
と
し
て
普
及
が

広
ま
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
２
、

図
１
、
表
２
）

5
堆
肥
等
の
農
地
還
元
の

取
組
み

　

酪
農
法
人
の
敷
地
内
に
は
、

庄
内
地
域
で
は
初
め
て
と
な
る

家
畜
排
せ
つ
物
を
使
っ
た
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
格
稼
働
は
、
令
和

６
年
夏
以
降
と
な
り
ま
す
が
、

メ
タ
ン
発
酵
発
電
と
同
時
に
生

産
さ
れ
る
消
化
液（
有
機
液
肥
）

を
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
生
産
圃
場
に
施

用
す
る
実
証
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
栽
培
期
間
中
で
も
追
肥
で

施
用
が
可
能
な
た
め
、
今
後
の

普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
酪
農
法
人
で
は
、
地
域

の
Ｃ
Ｅ
・
Ｒ
Ｃ
施
設
で
発
生
す

る
も
み
殻
を
牛
の
敷
料
と
し
て

積
極
的
に
利
用
す
る
一
方
、
耕

種
農
家
に
お
い
て
は
堆
肥
の
農

地
還
元
面
積
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

取組内容＜令和5年実績＞ 面　積
内　訳

八幡地区 中平田地区 広野地区他

飼料稲の収穫・WCS調整 107ha 50ha 20ha 37ha

飼料米の収穫・籾米サイレージ調整 38ha 24ha 14ha －

稲わら収集作業 38ha 24ha 14ha －

堆肥散布 113ha 58ha 34ha 21ha

作付面積の推移 R４年 R５年 R6年
（見込み）

R7年
（見込み）

酒田市 12ha 11ha 62ha 92ha

遊佐町 10ha 10ha 12ha 12ha

計 22ha 21ha 74ha 104ha

R6・7年は種子販売予約数量からの推定面積

～国産飼料の増産に向けて～

コントラクターの普及・定着に
向けた耕畜連携の取組状況

丹　　　康　之山形県庄内総合支庁　産業経済部　酒田農業技術普及課

6
お
わ
り
に

　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
協
同
組
織

の
設
立
に
よ
り
、
新
規
に
業
務

を
開
始
し
た
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

で
の
飼
料
生
産
作
業
の
効
率
化

や
技
術
支
援
が
円
滑
に
行
わ
れ
、

良
質
な
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
の
拡
大
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
国
産
飼
料
の
利
用
拡

大
に
よ
る
生
乳
や
乳
製
品
の
付

加
価
値
化
、
有
機
資
源
を
使
っ

た
農
作
物
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
構
築
な
ど
、
新
た
な
展
開
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

※
１

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
は
、
畜
産
農

家
か
ら
、
播
種
や
収
穫
な
ど
の
自

給
飼
料
生
産
の
た
め
の
作
業
を
受

託
す
る
外
部
支
援
組
織
を
い
う
。

※
２

稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
は
、
稲
の
穂
と
茎
葉

を
丸
ご
と
乳
酸
発
酵
さ
せ
た
粗
飼

料（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー

ジ
：
W
h
o
l
e 

C
r
o
p 

S
i
l
a
g
e
）の
こ
と
を
い
う
。

※
３

籾
米
サ
イ
レ
ー
ジ
と
は
、
完
熟
期

に
収
穫
し
た
籾
米
を
破
砕
と
乳
酸

発
酵
に
よ
り
、
消
化
率
を
高
め
た

穀
実
飼
料
の
こ
と
を
い
う
。
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ちほみのり 山形飼糯
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ひとめぼれ

ロ
ー
ル
数
量
（
個
/1
0
a）

酒田市漆曽根・乾田直播 遊佐町当山・移植
（黄熟期）（黄熟期） （完熟期）（完熟期）

直播で高収量
（10a当4.6トン）を

実証！

山形飼糯138号

ちほみのり


